
NO 図面番号 質                   疑 回                答

軒裏杉羽目板t10の下地が､外部仕上表でStとなっております｡部材仕様･ﾋﾟｯﾁ等の詳細を御指示下さい｡ 天井下地25形(屋外)@360 としてください。

受付ｶｳﾝﾀｰ下部の外壁下地LGSは､W=65 @300と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ よろしいです。

ﾄｲﾚ前室入り口の大枠は､杉(福岡県産材)250*20で三方と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ SUS製大枠ツブシFUの三方枠と考えてください。

屋根軒先小口及び屋根軒裏の仕上が不明です｡可とう形外装薄塗材Eと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ よろしいです。

外構床が外部仕上表で刷毛引き仕上ですが､階段踏面蹴込はﾓﾙﾀﾙ仕上と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ 階段踏面蹴込も刷毛引き仕上げと考えてください。

擁壁の刷毛引き仕上は､ﾓﾙﾀﾙ面と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ よろしいです。

Y1通り側切付塗膜防水は､W100*H100と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ よろしいです。

茶室会館屋根銅板一文字葺葺き替えに於いて､仕様が下記の通り相違しております｡ 屋根伏図を正としてください。

□外部仕上表･･･横六ﾂ切t0.3

□屋根伏図･･･横六ﾂ切t0.35

外部仕上表を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

(A-304･309)

茶室棟屋根銅板一文字葺葺き替えに於いて､仕様が下記の通り相違しております｡ 屋根伏図を正としてください。

□外部仕上表･･･横六ﾂ切t0.3

□屋根伏図･･･横八ﾂ切t0.35

外部仕上表を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

(A-304･309)
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NO 図面番号 質                   疑 回                答

既存屋根の仕様は､改修内容【A】の範囲が瓦葺きで､改修内容【B】部分が銅板一文字葺きと考えて宜しいでしょうか｡相違する場合はそれぞれの
範囲を御指示下さい｡

屋根伏図に記載のA、Bなどは樋の符号です。
茶会館が瓦葺+銅板一文字葺き、茶室棟が銅板一文字葺き(棟は棟瓦)です。

外壁改修内容は､改修平面図の凡例1.2の耐震補強の上京聚楽水捏ね塗り仕上のみでしょうか｡改修平面図の壁詳細図には既存土壁除去の上新規京
聚楽水捏ね塗り仕上の記載があります｡耐震補強範囲以外の外壁改修があるのか御指示下さい｡

耐震補強範囲外の外壁補修は工事監理者と協議の上、現場にて適宜判断します。
入札時はないものとして扱ってください。

改修内容12-1：既存撤去の上耳納石仕上ですが､既存仕上げと耳納石ｻｲｽﾞを御指示下さい｡ 既存：モルタル・砂利敷・切石
耳納石：玉石4～5分割

茶室棟外壁の改修内容が汚れや欠損のある平壁の補修ですが､箇所数か㎡数を御指示下さい｡ 欠損部(塗り替え箇所)：10坪
補修部：82枚

改修23:茶室棟犬走りも三和土土間やり替えは､既存の土間ｺﾝｸﾘｰﾄを撤去し､新設打設と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ よろしいです。

改修H:茶室 床下防鼠対策が不明です｡御指示下さい｡ 足元、石と壁止まり(木)や石と巾木の取り合い箇所等、外周の隙間から床下への侵入をさせないように、
ステンレス網の設置を行います。（イメージ図は以下の通り）

天井ｱｸ洗いの範囲に耐震補強を行う箇所もありますが､幅はW=500程度と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ よろしいです。

腰掛待合の屋根やり替えは､既存と同仕様の杉皮葺きと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ よろしいです。

露地便所 改修ﾘｽﾄ⑤ 鏡撤去後の壁補修ですが､既存壁仕様を御指示下さい｡ 京聚楽壁水捏ね塗仕上としてください。

改修12-2既存敷居撤去後設置の耳納石ｻｲｽﾞを御指示下さい｡ 玉石4～5分割です。

OAﾌﾛｱ下は防塵塗装不要と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ よろしいです。
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NO 図面番号 質                   疑 回                答

間仕切LGS及びﾌｶｼLGSの施工高さが不明瞭です｡下記の様に考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ よろしいです。

○間仕切LGS･･･床～ｽﾗﾌﾞ下まで

○ﾌｶｼLGS･･･床～天井まで

事務室において､展開図(1)/A面の壁にGB-Rt12.5+9.5+EPの記載がありますが､B～D面と同じGB-Rt12.5+ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽに読み替えて宜しいでしょうか｡否
の場合､GB-Rt12.5+9.5+EPの施工範囲を御指示下さい｡

よろしいです。

事務室のﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝBOXはW150*H150  L型と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ よろしいです。

事務室において､雑詳細図(1)の下記範囲はLGS19型+GB-Rt12.5+ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ+ﾎﾞｰﾄﾞ出隅処理と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ よろしいです。

倉庫兼休憩室の床仕上が下記の様になっております｡内部仕上表を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ よろしいです。

○内部仕上表･･･ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

○展開図(1)/A～D面･･･塩ﾋﾞﾀｲﾙ

倉庫兼休憩室･ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾍﾞｰｽｷﾞｬﾗﾘｰにおいて､平面詳細図の壁にGL工法の記載がありますが､ﾌｶｼLGSW65に読み替えて宜しいでしょうか｡御指示下さ
い｡

よろしいです。

倉庫兼休憩室の上部ｶｰﾃﾝﾚｰﾙはｽﾃﾝﾚｽ ｼﾝｸﾞﾙと考えて宜しいでしょうか｡またﾒｰｶｰ･品番も併せて御指示下さい｡ よろしいです。参考メーカーはないため、適宜選定してください。

ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾍﾞｰｽｷﾞｬﾗﾘｰにおいて､標準詳細図の床に嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄt100が記載されておりますが､溶接金網φ6.0-100*100を見込んで宜しいでしょう
か｡御指示下さい｡

よろしいです。

ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾍﾞｰｽｷﾞｬﾗﾘｰにおいて､X2通りのﾌｶｼLGSW65の下端にもY2通りと同じC-60*30+L-50*50(RC面に固定)が必要と考えて宜しいでしょうか｡御指
示下さい｡

よろしいです。
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NO 図面番号 質                   疑 回                答

ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾍﾞｰｽｷﾞｬﾗﾘｰのｴﾝｼﾞﾝ用点検内は仕上不要と考えて宜しいでしょうか｡否の場合､下地･仕上を御指示下さい｡ よろしいです。

ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾍﾞｰｽｷﾞｬﾗﾘｰの間柱の仕上はSOP塗と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ FUとしてください。

ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾍﾞｰｽｷﾞｬﾗﾘｰにおいて､下記項目を御指示下さい｡ チャンバーボックス：グラスウールボードt25、亜鉛メッキ鋼鈑製

○ﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾞｯｸｽの仕様 SA吹出スリット部の見切：なし

○SA吹出ｽﾘｯﾄ部の見切材の有無･仕様

WC(M)･(W)･多目的ﾄｲﾚにおいて､床･立上りの保護ｺﾝｸﾘｰﾄ内に溶接金網φ6.0-100*100を見込んで宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ よろしいです。

WC(M)の汚垂石は花崗岩 本磨と考えて宜しいでしょうか｡またその場合､厚みも併せて御指示下さい｡ よろしいです。厚み20ミリとしてください。

WC(M)･(W)･多目的ﾄｲﾚにおいて､天井 杉羽目板の下地が下記の様になっております｡内部仕上表を正と よろしいです。

考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
○内部仕上表･･･GB-St12.5

○標準詳細図･･･GB-Rt12.5

WC(M)･(W)のﾗｲﾆﾝｸﾞを下記の様に考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ 前板の仕上げは特殊左官仕上げとしてください。その他は左記でよろしいです。

○下地･･･LGSW65+GB-St12.5

○仕上･･･化粧ｹｲｶﾙ板t6.0

○面台･･･ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑt25

WC(M)･(W)において､間接照明付化粧鏡の下地は美術館棟に倣うと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ よろしいです。

多目的ﾄｲﾚにおいて､下記範囲の下地を御指示下さい｡ LGSW65としてください。

　

多目的ﾄｲﾚにおいて､ﾗｲﾆﾝｸﾞ･衛生器具類･手摺･鏡は多目的ﾄｲﾚﾊﾟｯｸとし､全て設備工事と考えて宜しいでしょうか｡建築工事で見込むものがありまし
たら御指示下さい｡

よろしいです。
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NO 図面番号 質                   疑 回                答

EPSの外壁面にﾌｶｼLGSが記載されておりますが､ﾃﾞｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽのため不要と読み替えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ よろしいです。

事務室･倉庫兼休憩室において､矩計図(2)の床下に断熱材(W400～500程度)が記載されておりますが､矩計図(1)ではEPS部分のみW560の図示があり
ます｡現場発泡硬質ｳﾚﾀﾝt30を四周に一律W500見込んで宜しいでしょうか｡否の場合､施工範囲･巾を平面詳細図にて御指示下さい｡

工事監理者と協議の上、現場にて適宜判断します。入札時はないものとして扱ってください。

ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾍﾞｰｽｷﾞｬﾗﾘｰにおいて､矩計図(1)に記載されている断熱材を下記の様に考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

○ｽﾗﾌﾞ下立下り･･･現場発泡硬質ｳﾚﾀﾝt45 H600(X2･Y2通り) ○ｽﾗﾌﾞ下立下り･･･発泡ポリスチレン2種t35 H600(X2･Y2通り)

○立上り･･･現場発泡硬質ｳﾚﾀﾝt30 H600(X2･Y2通り) ○立上り･･･発泡ポリスチレン2種t35 H600(X2･Y2通り)

○鉄骨梁･･･現場発泡硬質ｳﾚﾀﾝt45 ○鉄骨梁･･･現場発泡硬質ｳﾚﾀﾝt45

ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾍﾞｰｽｷﾞｬﾗﾘｰにおいて､屋根下の現場発泡硬質ｳﾚﾀﾝt45は構造用合板面に施工するものとし､母屋は断熱材不要と考えて宜しいでしょうか｡
御指示下さい｡

母屋まで断熱材を施工するように考えてください。

矩計図(2)では多目的ﾄｲﾚのｽﾗﾌﾞ下に現場発泡硬質ｳﾚﾀﾝt45が記載されておりますが､矩計図(1)には見当たりません｡断熱材は必要と考えて宜しいで
しょうか｡またその場合､矩計図(2)に記載されているｽﾗﾌﾞ下立下り 現場発泡硬質ｳﾚﾀﾝt30 H500の施工範囲も併せて御指示下さい｡

よろしいです。立下りは多目的トイレ、WC(W,M)の外周としてください。

配管ﾋﾟｯﾄの釜場はﾓﾙﾀﾙ塗+塗膜防水と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ よろしいです。

配管ﾋﾟｯﾄにおいて､床下点検口･ﾀﾗｯﾌﾟ･通気管の仕様を下記の様に考えて宜しいでしょうか｡またまたそれぞれの よろしいです。参考メーカーはないため、適宜選定してください。

ﾒｰｶｰ･品番も併せて御指示下さい｡

○床下点検口･･･ｽﾃﾝﾚｽ

○ﾀﾗｯﾌﾟ･･･φ19

○通気管･･･VP

ﾎﾟﾝﾌﾟ室の排水桝を下記の様に考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ 桝蓋は有りとしてください。その他宜しいです。

○桝蓋･･･無し

○桝内･･･防水ﾓﾙﾀﾙ塗 素地

休憩室に廻縁 塩ﾋﾞ 目透しを見込んで宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ よろしいです。

消火器ﾎﾞｯｸｽ 床置きﾀｲﾌﾟが1箇所必要と考えて宜しいでしょうか｡またその場合､ﾒｰｶｰ･品番も併せて御指示下さい｡ よろしいです。
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NO 図面番号 質                   疑 回                答

SW-4の建具形状について､形式欄:FIX窓+引違い窓と姿図:FIX窓で相違しています｡姿図を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ よろしいです。

SSD-1について､強化ｶﾞﾗｽﾄﾞｱ(縦框無し)､ｽﾘﾑﾄﾞｱ(縦細框付)､框ﾄﾞｱ(框はｻｯｼ工事)か､いずれでしょうか｡御指示下さい｡ スリムドアとしてください。

ｱﾙﾐ製建具の性能が不明です｡下記のように考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ よろしいです。

耐風圧性:S-5 気密性:A-3 水密性:W-4

AW-1の網戸要否ついて､網戸は不要と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ 工事監理者と協議の上、現場にて適宜判断します。入札時はないものとして扱ってください。

W-24について､姿図よりｽﾘｯﾄの図示がありますが､ｶﾞﾗｽ種別･厚みを御指示下さい｡ スリットではなく押棒の姿図ですのでガラスは不要です。

既存W-8について､撤去と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ よろしいです。

建具詳細図(2)に既存ｶﾞﾗｽ障子を新規障子(和紙)に変更と記載があります｡確認ですが､障子紙(ｶﾞﾗｽ→和紙)の変更ではなく､の既存ｶﾞﾗｽ障子は撤去
し､新規障子(和紙)に入れ替えるの意で宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

障子紙(ガラス→和紙)の変更と考えてください。

57

設計図書 上記質疑､宜しい場合､新設する障子の框仕様を御指示下さい｡ 上記の通りです。
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